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序　

言

筆
者
は
先
に
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』（
以
下
水
泉

子
本
と
略
記
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
中
で
水
泉
子
本

を
『
漢
書
』
芸
文
志
（
以
下
『
漢
志
』
と
略
記
）
所
載
の
『
蒼

頡
伝
』
に
比
定
す
る
仮
説
を
提
起
し
た（
注
１
）。『
漢
志
』
所
載

の
『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
目
録
学
の
観
点
か
ら
先

学
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り
、
作
者
に
つ
い
て
も
い
く
つ

か
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
前
稿
に
お
い
て
は
、
水
泉

子
本
の
検
討
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
考
察
を
加
え
て

み
た
い
。

一
、『
漢
志
』
の
書
目
と
そ
の
排
列

本
章
で
は
以
下
の
論
述
の
前
提
と
し
て
、『
蒼
頡
伝
』
を
含

む
『
漢
志
』
六
芸
略
、
小
学
の
書
目
の
全
体
構
造
を
確
認
し
て

お
こ
う
。
は
じ
め
に
書
目
お
よ
び
小
序
を
引
用
す
る（
注
２
）。
便

宜
上
、
書
名
に
丸
数
字
の
通
し
番
号
、
小
序
の
各
段
落
に
ロ
ー

マ
数
字
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

①
史
籀
十
五
篇　
周
宣
王
太
史
作
大
篆
十
五
篇
、
建
武
時
亡
六
篇
矣
。

②
八
體
六
技

③
蒼
頡
一
篇　
上
七
章
、
秦
丞
相
李
斯
作
。
爰
歷
六
章
、
車
府
令
趙
高
作
。

博
學
七
章
、
太
史
令
胡
母
敬
作
。

④
凡
將
一
篇　
司
馬
相
如
作
。

⑤
急
就
一
篇　
元
帝
時
黃
門
令
史
游
作
。

『
漢
書
』
芸
文
志
所
載
『
蒼
頡
伝
』
考

福
　
田
　
哲
　
之
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こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
（
一
）
同
類
の
小
学
書
は
ま
と
め
て

排
列
す
る
、（
二
）
成
立
時
期
の
早
い
順
に
排
列
す
る
、
と
い

う
二
つ
の
排
列
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
あ

ら
た
め
て
⑨
『
蒼
頡
伝
』
を
見
る
と
、
ま
ず
性
質
で
は
、
書
名

に
「
伝
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
注
釈
類
に
属
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
先
学
に
異
論
は
見
え
ず
、
書
目
の
排

列
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
続
く
⑩
『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』、
⑪
『
杜

林
蒼
頡
訓
纂
』、
⑫
『
杜
林
蒼
頡
故
』
と
と
も
に
注
釈
類
の
ま

と
ま
り
と
し
て
整
合
的
に
理
解
さ
れ
る
。
一
方
、
成
立
時
期
は
、

『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』
の
前
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
揚
雄
と
同

時
期
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
設
定
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
て
、『
蒼
頡
伝
』
の
作
者

に
関
す
る
先
学
の
見
解
を
見
て
い
こ
う
。

二
、
揚
雄
著
作
説

（
一
）
謝
啓
昆
の
見
解

管
見
に
よ
れ
ば
『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
二
つ
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

揚
雄
の
作
と
す
る
も
の
で
、
謝
啓
昆
『
小
学
考
』
巻
九
（
文
字

一
）
に
以
下
の
ご
と
く
見
え
る（
注
４
）。

　

揚
氏
雄
別
字
、
漢
志
十
三
篇
、
佚
。

　

揚
氏
雄
倉
頡
傳
、
漢
志
一
篇
、
佚
。

謝
氏
は
た
だ
結
論
を
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
姚
振
宗
『
漢
書

芸
文
志
条
理
』（
注
５
）
は
謝
氏
の
意
図
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下

の
よ
う
な
反
駁
を
加
え
て
い
る
。

按
此
兩
家
書
、
七
略
以
之
殿
末
、
皆
不
著
撰
人
。
漢
志
因

之
。
而
謝
氏
皆
以
爲
揚
雄
書
。
其
意
蓋
以
此
兩
書
在
揚
雄

訓
纂
下
、
是
蒙
上
省
文
。
然
考
揚
雄
之
書
、
志
序
言
之
甚

明
、
此
兩
書
不
置
一
詞
。
明
是
別
家
之
書
。
且
小
學
十
家 

按
魏
晉
六
朝
人
及
唐
人
所
見
、
皆
云
小
學
十
家
、
必
不
致
誤
。
並
此
兩
家
、

方
如
其
數
。
若
實
爲
揚
雄
書
、
則
止
于
八
家
。
此
尤
顯
見

者
也
。

す
な
わ
ち
姚
氏
は
、
謝
氏
は
漢
志
の
書
目
で
『
別
字
』『
蒼

頡
伝
』
が
揚
雄
『
訓
纂
篇
』
の
下
に
あ
る
た
め
、「
蒙
上
省
文
」

に
よ
り
作
者
名
を
省
略
し
た
と
解
し
た
と
し
、
以
下
の
二
点
を

挙
げ
て
謝
氏
の
説
を
否
定
す
る
。

①
『
訓
纂
篇
』
に
つ
い
て
は
志
序
に
も
揚
雄
の
作
で
あ
る
こ

と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
別
字
』『
蒼
頡
伝
』

の
両
篇
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
言
及
が
見
え
な
い
。

②
書
目
末
尾
に
記
す
小
学
家
の
総
数
「
小
学
十
家
」
は
、『
別

字
』
と
『
蒼
頡
伝
』
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
家
と
し
て
計
数
し

た
も
の
で
あ
り
、も
し
も
揚
雄
の
著
作
で
あ
れ
ば
「
八
家
」

と
な
る
。

ま
た
林
明
波
『
唐
以
前
小
学
書
之
分
類
与
考
証
』（
注
６
）
は
、

書
目
に
お
け
る
作
者
名
の
表
記
形
式
か
ら
、
仮
に
『
蒼
頡
伝
』

が
揚
雄
の
作
で
あ
れ
ば
「
揚
雄
蒼
頡
伝
」
と
表
記
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
と
し
て
謝
氏
の
説
を
非
と
し
、
姚
氏
を
支
持
す
る
。

按
漢
志
小
學
類
第
七
書
爲
「
訓
纂
一
篇
」、
注
云
「
揚
雄

作
」。
第
八
書
爲
「
別
字
十
三
篇
」・
第
九
書
爲
「
蒼
頡
傳

⑥
元
尚
一
篇　
成
帝
時
將
作
大
匠
李
長
作
。

⑦
訓
纂
一
篇　
揚
雄
作
。

⑧
別
字
十
三
篇

⑨
蒼
頡
傳
一
篇

⑩
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
一
篇

⑪
杜
林
蒼
頡
訓
纂
一
篇

⑫
杜
林
蒼
頡
故
一
篇

　

凡
小
學
十
家
、
四
十
五
篇
。
入
揚
雄
・
杜
林
二
家
三
篇
。　

Ⅰ　

史
籀
篇
者
、
周
時
史
官
教
学
童
書
也
。
與
孔
氏
壁
中
古
文

異
體
。

Ⅱ　

蒼
頡
七
章
者
、
秦
丞
相
李
斯
所
作
也
。
爰
歷
六
章
者
、
車

府
令
趙
高
所
作
也
。
博
學
七
章
者
、
太
史
令
胡
母
敬
所
作
也
。

文
字
多
取
史
籀
篇
、
而
篆
體
復
頗
異
。
所
謂
秦
篆
者
也
。
漢

興
、
閭
里
書
師
合
蒼
頡
・
爰
歷
・
博
學
三
篇
、
斷
六
十
字
以

爲
一
章
、
凡
五
十
五
章
、
幷
爲
蒼
頡
篇
。

Ⅲ　

武
帝
時
、
司
馬
相
如
作
凡
將
篇
。
無
復
字
。
元
帝
時
、
黃

門
令
史
游
作
急
就
篇
。
成
帝
時
、
將
作
大
匠
李
長
作
元
尚
篇
。

皆
蒼
頡
中
正
字
也
。
凡
將
則
頗
有
出
矣
。

Ⅳ　

至
元
始
中
、
徵
天
下
通
小
學
者
以
百
數
、
各
令
記
字
於

庭
中
。
揚
雄
取
其
有
用
者
以
作
訓
纂
篇
、
順
續
蒼
頡
、
又
易

蒼
頡
中
重
復
之
字
、
凡
八
十
九
章
。
臣
復
續
揚
雄
作
十
三
章
、

凡
一
百
二
章
、
無
復
字
、
六
藝
羣
書
所
載
略
備
矣
。

Ⅴ　

蒼
頡
多
古
字
、
俗
師
失
其
讀
。
宣
帝
時
、
徵
齊
人
能
正
讀

者
、張
敞
從
受
之
、傳
至
外
孫
之
子
杜
林
爲
作
訓
故
。
幷
列
焉
。

書
目
に
挙
げ
ら
れ
た
小
学
書
の
う
ち
、
作
者
名
が
記
さ
れ
ず

小
序
に
も
言
及
が
見
え
な
い
も
の
は
、
②
『
八
体
六
技
』、
⑧

『
別
字
』、
⑨
『
蒼
頡
伝
』
の
三
書
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
小
学

書
の
作
者
や
成
立
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、
小
序
と
の
対
応
を
踏

ま
え
て
要
約
す
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
『
史
籀
篇
』
…
…
周
時
の
史
官
の
学
童
教
育
の
書
と
し
て

宣
王
の
太
史
が
作
成
。（
小
序
Ⅰ
）

③
『
蒼
頡
篇
』
…
…
収
録
字
の
多
く
を
『
史
籀
篇
』
か
ら
取

り
、
秦
の
李
斯
・
趙
高
・
胡
母
（
毋
）
敬
が
作
成
。
漢
代

に
入
っ
て
「
閭
里
書
師
」
が
合
篇
・
改
章
。（
小
序
Ⅱ
）

④
『
凡
将
篇
』
⑤
『
急
就
篇
』
⑥
『
元
尚
篇
』
…
…
「
蒼

頡
中
正
字
」
に
も
と
づ
き
、
漢
の
武
帝
の
時
に
司
馬
相
如
、

元
帝
の
時
に
史
游
、
成
帝
の
時
に
李
長
が
作
成
。（
小
序

Ⅲ
）

⑦
『
訓
纂
篇
』
…
…
平
帝
の
元
始
年
間
に
天
下
の
小
学
に
通

じ
た
者
を
徴
集
し
て
行
な
わ
れ
た
未
央
庭
に
お
け
る
小
学

討
究
の
成
果
を
受
け
、『
蒼
頡
篇
』
の
続
篇
と
し
て
揚
雄

が
作
成
。（
小
序
Ⅳ
）

⑪
『
杜
林
蒼
頡
故
』
…
…
宣
帝
の
時
に
斉
人
よ
り
『
蒼
頡
篇
』

の
正
読
を
伝
受
し
た
張
敞
の
末
裔
に
あ
た
る
後
漢
の
杜
林

が
作
成
。（
小
序
Ⅴ
）

ま
た
⑩
『
揚
雄
蒼
頡
訓
纂
』、
⑪
『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』
は
小

序
に
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
⑫
『
杜
林
蒼
頡
故
』
と
同

じ
く
、
作
者
名
を
書
名
の
冒
頭
に
冠
す
る
形
式
を
も
つ
こ
と
か

ら
、
同
類
の
小
学
書
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る（
注
３
）。
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言
、
蓋
由
於
是
。
然
劭
序
稱
方
言
九
千
字
、
而
今
本
内
一

萬
一
千
九
百
餘
字
、
則
字
數
較
原
本
幾
溢
三
千
。
雄
與
劉

歆
往
返
書
、
皆
稱
方
言
十
五
巻
、
郭
璞
序
亦
稱
三
五
之
篇
。

而
隋
志
・
唐
志
、
乃
並
載
揚
雄
方
言
十
三
巻
、
與
今
本
同
、

則
巻
數
較
原
本
缺
其
二
、
均
爲
牴
牾
不
合
。
考
雄
答
歆
書
、

稱
「
語
言
或
交
錯
相
反
、
方
復
論
思
、
詳
悉
集
之
」、「
如

可
寛
假
延
期
、
必
不
敢
有
愛
」
云
云
、
疑
雄
本
有
此
未
成

之
書
。
歆
借
觀
而
未
得
、
故
七
略
不
載
、
漢
志
亦
不
著

錄
。
後
或
侯
芭
之
流
、
收
其
殘
稿
、
私
相
傳
述
。
閲
時
旣

久
、
不
免
於
輾
轉
附
益
、
如
徐
鉉
之
增
説
文
、
故
字
多
於

前
。
厥
後
傳
其
學
者
、
以
漢
志
無
方
言
之
名
、
恐
滋
疑
竇
。

而
小
學
家
有
別
字
十
三
篇
、
不
著
撰
人
名
氏
、
可
以
假
借

影
附
、
證
其
實
出
於
雄
、
遂
倂
爲
一
十
三
巻
、
以
就
其
數
、

故
巻
減
於
昔
歟
。
反
覆
推
求
、
其
眞
僞
皆
無
顯
據
。
姑
從

舊
本
、
仍
題
雄
名
、
亦
疑
以
傳
疑
之
義
也
。（
以
下
略
）

『
方
言
』
の
作
者
が
揚
雄
か
否
か
の
問
題
は
暫
く
措
く
と
し

て
も
、
少
な
く
と
も
『
別
字
』
と
『
方
言
』
と
は
、
書
名
も
篇

（
巻
）
数
も
異
な
る
別
個
の
書
物
で
あ
り
、『
別
字
』
の
作
者
を

揚
雄
と
見
な
す
べ
き
論
拠
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
『
別
字
』
揚
雄
著
作
説
が
支
持
さ
れ
た
理
由
は
、

「
蒙
上
省
文
」
に
よ
り
『
別
字
』
の
作
者
を
揚
雄
と
み
る
謝
啓

昆
説
と
、
揚
雄
『
方
言
』
と
『
別
字
』
と
を
同
じ
著
作
と
み
る

銭
大
昕
説
と
が
、
揚
雄
を
紐
帯
と
し
て
循
環
的
に
補
強
し
合
い
、

あ
た
か
も
明
確
な
論
拠
を
も
つ
定
説
の
ご
と
く
誤
解
さ
れ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る（
注　
 11
）。

『
別
字
』
揚
雄
著
作
説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
論

述
か
ら
明
白
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
『
蒼
頡
伝
』
揚
雄

著
作
説
が
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
贅
言
を

要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
複
数
人
著
作
説

『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
に
関
す
る
説
の
二
つ
め
は
、『
蒼
頡
篇
』

の
正
読
に
通
じ
た
人
物
と
し
て
『
漢
志
』
や
『
説
文
』
叙
な
ど

に
記
さ
れ
た
斉
人
・
張
敞
・
杜
鄴
・
爰
礼
・
秦
近
・
張
吉
・
張

竦
・
杜
林
等
、
複
数
の
人
の
手
に
出
る
と
す
る
も
の
で
、
姚
振

宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
に
見
え
る
。
姚
氏
は
先
に
引
い
た
謝

氏
の
揚
雄
説
を
批
判
し
た
文
章
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
自

説
を
展
開
す
る（
注　
 12
）。

志
云
「
倉
頡
多
古
字
、
俗
師
失
其
讀
。
宣
帝
時
、
徵
齊
人

能
正
讀
者
、
張
敞
从
受
之
」。
説
文
敍
又
云
「
涼
州
刺
史

杜
業
、
沛
人
爰
禮
、
講
學
大
夫
秦
近
亦
能
言
之
」、
又
杜

鄴
傳
「
張
敞
子
吉
、
吉
子
竦
、
並
長
小
學
。
鄴
子
林
、
正

文
字
過
于
鄴
・
竦
」。
是
宣
帝
以
後
能
正
其
讀
、
言
其
義
、

有
齊
人
史
失
其
名
・
張
敞
・
杜
鄴
・
爰
禮
・
秦
近
・
長
吉
・

竦
・
杜
鄴
等
、
疑
此
傳
出
此
數
人
之
手
、
以
其
非
一
家
之

言
、
故
不
著
撰
人
。
説
文
亐
部
、
平
字
下
引
爰
禮
説
、
似

出
此
書
。

姚
氏
は
『
漢
志
』
に
見
え
る
宣
帝
の
時
の
『
蒼
頡
篇
』
正
読

伝
授
の
記
事
を
「
…
…
張
敞
从
受
之
」
ま
で
の
引
用
で
止
め
て

一
篇
」、
此
二
書
皆
未
注
撰
人
。
第
十
書
爲
「
揚
雄
蒼
頡

訓
纂
」・
第
十
一
書
爲
「
杜
林
蒼
頡
訓
纂
一
篇
」・
第
十
二

書
爲
「
杜
林
蒼
頡
故
一
篇
」。
蒼
頡
傳
以
後
、
皆
蒼
頡
篇

之
訓
詁
。
如
此
篇
果
爲
揚
氏
書
、
則
應
依
杜
林
書
之
例
、

標
「
揚
雄
蒼
頡
傳
」。
今
不
然
、
則
謝
氏
以
爲
蒙
上
省
文

者
非
、
而
姚
氏
得
之
矣
。

こ
の
よ
う
に
『
別
字
』
お
よ
び
『
蒼
頡
伝
』
を
揚
雄
の
作
と

す
る
謝
氏
の
見
解
が
成
立
し
難
い
こ
と
は
、『
漢
志
』
内
部
の

考
証
に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
『
別
字
』
を

揚
雄
の
著
作
と
す
る
説
は
、
近
年
に
お
い
て
も
な
お
支
持
者
が

お
り
、
そ
の
影
響
か
ら
『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
を
揚
雄
と
見
る
説

も
完
全
に
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い（
注
７
）。
そ
こ
で
、
や

や
迂
遠
な
が
ら
『
蒼
頡
伝
』
揚
雄
著
作
説
の
前
提
と
な
る
『
別

字
』
揚
雄
著
作
説
の
問
題
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
二
）
銭
大
昕
の
見
解

『
別
字
』
揚
雄
著
作
説
の
も
う
一
つ
の
論
拠
と
し
て
留
意
す

べ
き
は
、『
別
字
』
と
『
方
言
』
と
を
同
じ
著
作
と
す
る
銭
大

昕
『
三
史
拾
遺
』
の
見
解
で
あ
る（
注
８
）。

別
字
十
三
篇
、
卽
揚
雄
所
撰
方
言
十
三
巻
也
。
本
名
輶
軒

使
者
絶
代
語
釋
別
國
方
言
。
或
稱
別
字
、
或
稱
方
言
、
皆

省
文
。

銭
氏
は
『
別
字
』
お
よ
び
『
方
言
』
の
名
称
は
、
い
ず
れ
も

本
名
で
あ
る
「
輶
軒
使
者
絶
代
語
釈
別
国
方
言
」
の
「
省
文
」

と
す
る
。
し
か
し
、
本
名
中
に
は
「
方
言
」
は
見
え
る
も
の
の

「
別
字
」
の
二
字
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
仮
に
本
名
中
の
「
別

国
」
に
当
て
よ
う
と
し
て
も
、
国
（
地
域
）
の
別
を
謂
う
「
別

国
」
と
文
字
の
別
を
謂
う
「
別
字
」
と
は
、
意
味
合
い
が
異
な

り
、
両
者
を
結
び
付
け
る
こ
と
は
難
し
い（
注
９
）。

ま
た
銭
氏
は
「
十
三
」
と
い
う
篇
（
巻
）
数
の
合
致
に
注
目

す
る
が
、
郭
璞
以
前
の
『
方
言
』
は
十
五
巻
で
あ
り
、
旧
本
と

今
本
と
は
巻
数
が
異
な
る
。
さ
ら
に
揚
雄
『
方
言
』
が
文
献
上

に
現
れ
て
く
る
の
は
、
東
漢
末
の
応
劭
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
に
『
方
言
』
と
い
う
書
名
の
存
在
と
作
者
が
揚
雄
で
あ
る
こ

と
を
証
し
得
る
資
料
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た『
方
言
』

に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
や
や
長
文
に
わ
た
る
が
『
四

庫
全
書
総
目
提
要
』（
注　
 10
）を
引
用
し
て
お
こ
う
。

方
言
十
三
巻　

舊
本
題
漢
揚
雄
撰
、
晉
郭
璞
註
。
考
晉
書

郭
璞
傳
有
註
方
言
之
文
。
而
漢
書
揚
雄
傳
、
備
列
所
著
之

書
、
不
及
方
言
一
字
。
藝
文
志
亦
惟
小
學
有
雄
訓
纂
一
篇
、

儒
家
有
雄
所
序
三
十
八
篇
、
注
云
「
太
元
十
九
、
法
言

十
三
、
樂
四
、
箴
二
」、
雜
賦
有
雄
賦
十
二
篇
、
皆
無
方

言
。
東
漢
一
百
九
十
年
中
、亦
無
稱
雄
作
方
言
者
。（
中
略
）

惟
後
漢
許
愼
説
文
解
字
、
多
引
雄
説
、
而
其
文
皆
不
見
於

方
言
。
又
愼
所
注
字
義
、
與
今
方
言
相
同
者
、
不
一
而
足
、

而
皆
不
標
揚
雄
方
言
字
。
知
當
愼
之
時
、
此
書
尚
不
名
方

言
、
亦
尚
不
以
方
言
爲
雄
作
。
故
馬
・
鄭
諸
儒
、
未
嘗
稱
述
。

至
東
漢
之
末
、應
劭
始
有
是
説
。
魏
孫
炎
註
爾
雅
「
莫
貈
・

蟷
螂
・
蛑
」
字
、
晉
杜
預
註
左
傳
「
授
師
孑
焉
」
句
、
始

遞
相
徵
引
。
沿
及
東
晉
、
郭
璞
遂
註
其
書
。
後
儒
稱
揚
雄
方
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込
ん
だ
検
討
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
名

義
の
問
題
は
、『
蒼
頡
伝
』
の
性
格
を
考
察
す
る
上
で
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
手
が
か
り
と
し
て
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、漢
初
の
詩
家
の
注
釈
書
に
お
い
て「
故
」と「
伝
」

と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
名
義
に
つ
い
て
、
馬
瑞
辰
「
毛
詩

詁
訓
伝
名
義
考
」（
注　
 14
）は
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

漢
藝
文
志
載
詩
凡
六
家
。
有
以
「
故
」
名
者
、「
魯
故
」「
韓

故
」「
齊
后
氏
故
」「
孫
氏
故
」
是
也
。
有
以
「
傳
」
名
者
、

「
齊
后
氏
傳
」「
孫
氏
傳
」「
韓
内
傳
」「
外
傳
」
是
也
。
惟

毛
詩
兼
名
「
詁
訓
傳
」。
正
義
謂
「
其
依
爾
雅
訓
故
、
爲

詩
立
傳
」、
又
引
一
説
謂
「
其
依
故
昔
典
訓
而
爲
傳
」、
其

説
非
也
。（
中
略
）
史
・
漢
儒
林
傳
、
漢
藝
文
志
皆
言
「
魯

申
公
爲
詩
訓
故
」、
而
漢
書
楚
元
王
傳
「
及
魯
國
先
賢
傳

皆
言
、申
公
始
爲
詩
傳
」、則
知
漢
志
所
載
「
魯
故
」「
魯
説
」

者
卽
「
魯
傳
」
也
。
何
休
公
羊
傳
注
亦
言
「
傳
」
謂
「
詁

訓
」、
似
「
故
訓
」
與
「
傳
」、
初
無
甚
異
。
而
漢
志
既
載

「
齊
后
氏
故
」「
孫
氏
故
」「
韓
故
」
又
載
「
齊
后
氏
傳
」「
孫

氏
傳
」「
韓
内
外
傳
」、
則
「
訓
故
」
與
「
傳
」
又
自
不
同
。

（
中
略
）
蓋
「
詁
訓
」
第
就
經
文
所
言
者
而
詮
釋
之
、「
傳
」

則
並
經
文
所
未
言
者
而
引
伸
之
。
此
「
詁
訓
」
與
「
傳
」

之
別
也
。（
中
略
）
蓋
「
詁
訓
」
本
爲
「
故
」。
言
由
今
通

古
、
皆
曰
「
詁
訓
」、
亦
曰
「
訓
詁
」、
而
單
詞
則
爲
「
詁
」、

重
語
則
爲「
訓
詁
」。
第
就
其
字
之
義
旨
而
證
明
之
。「
訓
」

則
兼
其
言
之
比
興
而
訓
導
之
。
此
「
詁
」
與
「
訓
」
之
辨

也
。
毛
公
傳
詩
多
古
文
、其
釋
詩
、實
兼
「
詁
」「
訓
」「
傳
」

三
體
、
故
名
其
書
爲
「
詁
訓
傳
」。
嘗
卽
「
關
雎
」
一
詩

言
之
、
如
「
窈
窕
、
幽
閒
也
」、「
淑
、
善
。
逑
、
匹
也
」

之
類
、「
詁
」
之
體
也
。「
關
關
、
和
聲
也
」
之
類
、「
訓
」

之
體
也
。「
若
夫
婦
有
別
、
則
父
子
親
。
父
子
親
、
則
君

臣
敬
。
君
臣
敬
、
則
朝
廷
正
。
朝
廷
正
、
則
王
化
成
」
則

「
傳
」
之
體
也
。
而
餘
可
類
推
矣
。

馬
氏
の
主
旨
は
、『
毛
詩
故
訓
伝
』
の
中
に
混
在
す
る
「
故
」

「
訓
」「
伝
」
の
三
体
を
指
摘
し
、
そ
の
名
義
の
由
来
を
明
ら
か

に
す
る
点
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
傍
線
を
付
し
た
「
詁
訓
」
と

「
伝
」
と
の
相
違
に
か
か
わ
る
指
摘
に
注
目
し
た
い
。「
詁
訓
は

第
だ
経
文
の
言
う
所
の
者
に
就
き
て
之
を
詮
釈
し
、
伝
は
則
ち

経
文
の
未
だ
言
わ
ざ
る
所
の
者
を
並
べ
て
之
を
引
申
す
」
と
の

馬
氏
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
詁
訓
（
故
）」
が
本
文
の
文
字
や
語

に
即
し
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
対
し
、「
伝
」
は

本
文
を
敷
衍
し
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
文
と
の
関
係
に
お
い
て
「
故
」
と
「
伝
」
と
の
あ
い
だ
に
は

明
瞭
な
相
違
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
馬
氏
が
「
故
訓
と
伝
と
は
、
初
め
甚
だ
し
く
は
異

な
る
こ
と
無
き
に
似
た
り
」
と
述
べ
る
点
に
つ
い
て
は
、
漢
初

に
「
故
」
と
「
伝
」
と
が
別
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
『
漢

志
』
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
当
初
、
注
釈
様
式
の
違
い
か

ら
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
た
「
故
」
と
「
伝
」
と
が
、
後
に
広

義
の
注
釈
と
い
う
意
味
で
互
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
る

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
文
に
は
張
敞
の
末
裔
の
杜
林
に
よ
る

訓
故
作
成
の
記
事
が
あ
り
（
傍
線
部
）、
末
尾
の
「
幷
列
焉
」

が
書
目
の
『
杜
林
蒼
頡
故
』
を
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
先
学
に

異
論
が
な
い
。

蒼
頡
多
古
字
、俗
師
失
其
讀
。
宣
帝
時
、徵
齊
人
能
正
讀
者
、

張
敞
從
受
之
。
傳
至
外
孫
之
子
杜
林
爲
作
訓
故
。
幷
列
焉
。

『
漢
書
』
杜
鄴
伝
に
よ
っ
て
、
斉
人
か
ら
張
敞
を
経
て
杜
林

に
至
る
『
蒼
頡
篇
』
正
読
伝
授
の
系
譜
を
た
ど
れ
ば
、
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
。

斉
人
―
張
敞
―
張
吉
張
敞
の
子
―
杜
鄴
張
敞
の
外
孫
―
張
竦
張

吉
の
子
―
杜
林
杜
鄴
の
子

先
に
引
い
た
『
漢
志
』
の
意
図
は
『
杜
林
蒼
頡
故
』
成
立
の

経
緯
を
述
べ
る
点
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
家
学
の
大
成
者
と
し

て
の
杜
林
の
位
置
づ
け
は
、『
漢
書
』
杜
鄴
伝
の
以
下
の
記
述

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

鄴
子
林
、
清
靜
好
古
、
亦
有
雅
材
。
建
武
中
、
歷
位
列
卿
、

至
大
司
空
。
其
正
文
字
過
於
鄴
・
竦
。
故
世
言
小
學
者
由

杜
公
。

一
方
、『
説
文
』
が
引
く
通
人
説
の
中
に
は
、
杜
林
説
が

十
七
条
見
え
る
の
に
対
し
て
、
張
敞
・
張
吉
・
杜
鄴
・
張
竦
の

説
は
一
条
も
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
も
、
張
敞
以

来
の
家
学
は
杜
林
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

ま
た
姚
氏
が
『
蒼
頡
伝
』
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

『
説
文
』
所
引
の
爰
礼
説（
注　
 13
）
は
、「
平
」
字
の
構
成
要
素
で

あ
る
「
八
」
が
「
分
か
つ
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
説
く
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
に
『
蒼
頡
伝
』
と
の
関
連
を
示
す
手
が
か

り
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
姚
氏
の
複
数
人
著
作
説
は
、
あ
く
ま
で
も
便
宜

的
な
推
測
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
小
学
書
の
存
在
を
想
定
し

得
る
よ
う
な
論
拠
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
、『
蒼
頡
伝
』
の
再
検
討

前
章
ま
で
の
検
討
を
と
お
し
て
、
先
学
の
二
つ
の
説
は
い
ず

れ
も
受
け
容
れ
難
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
こ
れ

ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
再
検

討
を
加
え
て
み
よ
う
。

は
じ
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
蒼
頡
伝
』
の
成
立

時
期
で
あ
る
。『
漢
志
』
の
書
目
末
尾
の
注
記
「
入
揚
雄
・
杜

林
二
家
三
篇
」
に
よ
っ
て
、注
釈
類
に
属
す
る
四
篇
の
う
ち
『
揚

雄
蒼
頡
訓
纂
』『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』
の
三
篇

は
班
固
の
続
入
に
か
か
り
、劉
歆
の
『
七
略
』
に
は
『
蒼
頡
篇
』

の
注
釈
類
と
し
て
『
蒼
頡
伝
』
の
み
が
載
録
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。『
蒼
頡
篇
』
は
秦
の
始
皇
帝
期
の
成
立
で
あ
る

こ
と
か
ら
、『
蒼
頡
伝
』
の
成
立
時
期
は
、
秦
末
か
ら
『
七
略
』

以
前
の
前
漢
期
に
絞
ら
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
『
漢
志
』
の
小
序
に
は
『
蒼
頡
伝
』
に
関
す

る
言
及
は
見
え
ず
、
手
が
か
り
は
皆
無
に
近
い
。
こ
こ
で
あ
ら

た
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
書
名
に
「
伝
」
と
称
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
踏
み
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た
る
四
字
句
と
そ
の
下
に
付
加
さ
れ
た
三
字
句
と
の
関
係
を
見

て
み
よ
う
。
以
下
の
水
泉
子
本
の
引
用
中
、
カ
ギ
括
弧
は
『
蒼

頡
篇
』
の
本
文
、
網
掛
け
は
北
大
本
に
よ
り
復
原
し
た
文
字
を

示
す（
注　
 19
）。

① 08-1

「
漢
兼
天
下
」、
盡
安
寧
（
暫
14
）

② 09-3

「
變
大
制
裁
」、
好
衣
服
（
暫
12
）

③ 47-4

「
陳
蔡
宋
衛
」、
故
有
王
（
暫
27
）

④ 57-5

「
伊
雒
涇
渭
」、
流
湯
湯
（
暫
22
）

⑤ 63-4

「
欝
棣
桃
李
」、
人
所
欲
（
暫
16
）

①
と
②
は
『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
四
字
句
が
陳
述
式
に
属
す
る

例
で
あ
る
。
①
は
「
漢 

天
下
を
兼
ぬ
」
と
い
う
本
文
に
対
し

て
「
尽
く
安
寧
」
の
三
字
句
を
加
え
、
原
因
（
四
字
句
）
と
結

果
（
三
字
句
）
と
い
う
構
成
に
よ
り
句
意
の
展
開
を
は
か
っ
て

い
る
。
②
は
「
変
じ
て
制
裁
を
大
に
す
」
と
い
う
本
文
に
対
し

て
「
好
き
衣
服
」
の
三
字
句
を
加
え
、
衣
服
の
仕
立
て
に
か
か

わ
る
句
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

③
～
⑤
は
羅
列
式
に
属
す
る
例
で
あ
る
。
③
は
「
陳
・
蔡
、

宋
・
衛
」
の
本
文
に
対
し
て
「
故も

と
王
有
り
」
の
三
字
句
を
加

え
、
周
の
封
国
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
④
は
「
伊
・
雒
、
涇
・

渭
」
の
本
文
に
対
し
て
「
流
れ
湯
湯
た
り
」
の
三
字
句
を
加
え
、

河
川
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
⑤
は
「
欝
・
棣
、
桃
・
李
」
の

本
文
に
対
し
て
「
人
の
欲
す
る
所
」
の
三
字
句
を
加
え
、
食
用

の
果
樹
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
下
の
三
字
句
は
、『
蒼
頡
篇
』
本
文
に
あ
た
る

上
の
四
字
句
全
体
ま
た
は
そ
の
一
部
を
承
け
て
敷
衍
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
句
意
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、「
伝
は
則
ち
経
文
の

未
だ
言
わ
ざ
る
所
の
者
を
並
べ
て
之
を
引
申
す
」
と
の
定
義
と

合
致
す
る
。

水
泉
子
本
の
特
徴
と
し
て
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
押
韻

で
あ
る
。『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
四
字
句
は
、
一
句
置
き
に
句
末

の
文
字
が
韻
を
踏
む
隔
句
韻
の
形
式
を
も
つ
の
に
対
し
、
四
字

句
の
下
に
付
さ
れ
た
三
字
句
は
毎
句
末
の
文
字
が
押
韻
し
、
章

ご
と
に
韻
を
換
え
る
分
章
換
韻
の
形
式
を
も
つ（
注　
 20
）。
水
泉

子
本
の
分
章
は
『
漢
志
』（
本
稿
第
一
章
引
用
Ⅱ
）
が
記
す
閭

里
書
師
本
の
分
章
と
合
致
し
て
お
り
、
七
言
本
は
閭
里
書
師
本

に
も
と
づ
き
、
句
末
に
韻
を
踏
む
三
字
句
を
付
加
し
て
作
成
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
居
延
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
注　
 21
）
に
よ
っ
て
閭
里
書
師
本

の
第
五
章
か
ら
第
六
章
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
北
大
本

06-1

～09-02

（
閭
里
書
師
本
第
五
章
）・09-3

～11-5

（
閭

里
書
師
本
第
六
章
第
一
～
十
三
句
）
に
も
と
づ
き
、
三
字
句
の

押
韻
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。
引
用
中
、
▼
は
章
の
冒
頭
句
、

□
は
缺
失
字
、
傍
点
は
韻
を
踏
む
文
字
を
示
す
。

▼06-1

「
戲
䕺
奢
掩（
注　
 22
）」、
□
□
□

　

06-2

「
顚

重
該
」、
□
□
□

　

06-3

「
悉
起
臣
僕
」、
毋
老
丁3

　

06-4

「
發
傳
約
載
」、
□
□
□
（
暫
38
）

　

06-5

「
趣
遽
観
朢
」、
□
□
□

　

07-1

「
行
步
駕
服
」、
趨
使
令3

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

注
釈
様
式
と
い
う
観
点
か
ら
『
蒼
頡
伝
』
の
性
格
を
考
察
し

よ
う
と
す
る
際
、「
伝
」
と
「
故
」
と
の
対
応
に
お
い
て
注
目

さ
れ
る
の
は
『
杜
林
蒼
頡
故
』
の
存
在
で
あ
る
。
本
書
が
『
蒼

頡
篇
』
の
文
字
や
語
に
即
し
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
小

学
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
成
立
の
背
景
や
書
名
か
ら
推
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
具
体
的
な
内
容
の
一
端
は
、

『
説
文
』
所
引
の
杜
林
説
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

段
玉
裁
は
『
説
文
』
所
引
の
杜
林
説
十
七
条
の
う
ち
九
条
を

『
杜
林
蒼
頡
訓
纂
』『
杜
林
蒼
頡
故
』
に
か
か
わ
る
逸
文
と
見
な

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
以
下
に
挙
げ
る
「
怎
」「
鼂
（
匽
鼂
）」

の
二
条
に
つ
い
て
は
、
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
注　
 15
）
の
中
に
対
応
す

る
文
字
や
語
が
見
い
だ
さ
れ
（
傍
線
部
）、
段
氏
の
見
解
の
妥

当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

①
怎
、
營
也
。
从
偶
并
聲
。
杜
林
咼
爲
竹
筥
。
楊
雄
咼
爲
蒲

器
。（
十
二
下
・
偶
部
）（
注　
 16
）

〇
北
大
本
簡
六
三
「
怎
胝
圈
箱
」

②
鼂
、
匽
鼂
也
。
讀
若
朝
。
楊
雄
説
匽
鼂
蟲
名
、
杜
林
咼
爲

朝
旦
、
非
是
。（
十
三
下
・
黽
部
）（
注　
 17
）

〇
北
大
本
簡
六
二
「
顗
視

豎
、
偃

運
糧
」、
阜
陽
本

C040

「
豈□
□
□
黽
豎
、
偃

」、
水
泉
子
本
暫
21
「
偃

運
糧
、
載
穀
行
」

①
の
杜
林
説
は
「
怎
」
を
竹
を
編
ん
で
作
っ
た
丸
い
か
ご
の

意
と
し
、
②
の
杜
林
説
は
「
匽
鼂
」
を
「
朝
旦
」
の
意
と
す
る

も
の
で
あ
り
、『
蒼
頡
篇
』
の
文
字
や
語
に
即
し
て
そ
の
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
『
杜
林
蒼
頡
故
』
の
性
格
を
端
的
に
示
し
て

い
る
。

『
蒼
頡
伝
』
の
成
立
時
期
が
「
伝
」
と
「
故
」
と
の
区
別
が

な
お
明
瞭
で
あ
っ
た
秦
末
か
ら
前
漢
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
本
文
の
文
字
や
語
に
即
し
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に

す
る
「
故
」
に
対
し
て
、『
蒼
頡
伝
』
の
「
伝
」
と
は
、
本
文

を
敷
衍
し
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
注
釈
の
謂
い
で
あ
っ

た
と
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

五
、『
蒼
頡
伝
』
と
水
泉
子
本

上
述
し
た
『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
の
推
測
を
具
体
的
に
裏
付

け
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
水
泉
子
本
で
あ
る
。
本

章
で
は
前
稿
に
お
け
る
水
泉
子
本
の
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

『
蒼
頡
伝
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
な

お
行
論
上
、
前
稿
の
内
容
と
重
複
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

水
泉
子
本
の
特
徴
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
句
式
の

形
態
で
あ
る
。『
蒼
頡
篇
』が
四
字
句
で
構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
、

水
泉
子
本
は
七
字
句
か
ら
な
り
、
各
句
は
『
蒼
頡
篇
』
本
文
の

四
字
句
と
そ
れ
を
承
け
る
三
字
句
と
で
構
成
さ
れ
る
。
付
加
さ

れ
た
三
字
句
は
、
前
の
四
字
句
の
文
意
を
敷
衍
し
、
簡
単
な
訓

釈
を
加
え
た
よ
う
な
例
も
見
え
、『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
意
味
を

さ
ら
に
完
備
し
明
確
化
さ
せ
る
機
能
を
も
つ（
注　
 18
）。

そ
れ
で
は
具
体
例
に
も
と
づ
き
、『
蒼
頡
篇
』
の
本
文
に
あ
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「
屈
原
旣
放
」、
身
斥
逐3

也
。

　
「
遊
於
江
潭
」、
戲
水
側3

也
。
史
云
、
至
於
江
濱
、
被
髪
。

　
「
行
吟
澤
畔
」、
踏
荊
棘3

也
。

　
「
顔
色
憔
悴
」、
皯
黴
黑3

也
。

　
「
形
容
枯
槁
」、
癯
瘦
瘠3

也
。

　
「
漁
父
見
而
問
之
」、
怪
屈
原3

也
。

句
末
の
助
字
「
也
」
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
水
泉

子
本
の
形
態
と
合
致
し
て
お
り
、
同
じ
注
釈
様
式
の
流
れ
を
汲

む
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
淮
南
王
劉
安
が
漢
の
武
帝
の
命

を
受
け
て
短
時
間
の
う
ち
に
作
成
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
離
騒

伝
」（
注　
 28
）
に
つ
い
て
、
小
南
一
郎
氏
が
『
楚
辞
章
句
』
の
中
の

先
に
引
用
し
た
よ
う
な
韻
文
体
の
注
と
類
似
し
た
形
態
の
作
品

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
注　
 29
）。

劉
安
が
作
成
し
た
離
騒
の
著
作
に
つ
い
て
は
、「
離
騒
傳
（
伝
）」

と
す
る
も
の
と
「
離
騒
傅
（
賦
）」
と
す
る
も
の
と
の
両
種
の

記
述
が
存
在
す
る
。
小
南
氏
は
む
し
ろ
こ
う
し
た
二
つ
の
伝
承

が
併
存
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
断
定
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
水
泉
子
本

の
よ
う
な
韻
文
体
の
注
釈
書
を
「
伝
」
と
称
し
得
た
一
つ
の
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

結　

語

最
後
に
『
蒼
頡
伝
』
の
作
者
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

既
述
の
ご
と
く
『
蒼
頡
伝
』
に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
原
因
は
作
者
の
問
題
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
先
に

検
討
を
加
え
た
揚
雄
著
作
説
で
は
「
蒙
上
省
文
」
を
そ
の
原
因

と
し
、
複
数
人
著
作
説
で
は
一
家
の
手
に
出
た
も
の
で
な
い
こ

と
を
そ
の
原
因
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
水
泉
子
本
を
『
蒼
頡

伝
』
に
比
定
す
る
本
説
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に

解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
水
泉
子
本
の
作
者
を
閭
里
書
師

と
す
る
胡
平
生
氏
の
見
解
で
あ
る
。
胡
氏
は
水
泉
子
本
を
揚
雄

『
蒼
頡
訓
纂
』
あ
る
い
は
杜
林
『
蒼
頡
訓
纂
』
に
比
定
す
る
張

存
良
氏
の
見
解
に
対
し
て
、「
其
一
、揚
雄
所
撰
《
訓
纂
》
與
《
蒼

頡
》
是
兩
種
書
、是
沒
有
複
字
的
」「
其
二
、字
數
不
對
」「
其
三
、

七
言
本
文
字
多
俗
詞
俚
語
」
の
三
点
か
ら
そ
れ
を
否
定
し
、
作

者
は
当
時
の
文
壇
の
大
帥
で
は
な
く
、
民
間
で
活
躍
し
て
い
た

閭
里
書
師
で
あ
り
、西
漢
中
後
期
に
相
次
い
で
作
成
さ
れ
た『
凡

将
篇
』『
急
就
篇
』『
元
尚
篇
』
な
ど
の
七
言
本
字
書
の
影
響
を

受
け
、
閭
里
書
師
が
『
蒼
頡
篇
』
の
四
字
句
を
改
変
し
て
七
字

句
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
る（
注　
 30
）。

成
立
時
期
に
つ
い
て
、
筆
者
は
胡
氏
と
は
見
解
を
異
に
し
、

前
漢
中
期
と
推
定
し
て
い
る
が（
注　
 31
）、
作
者
に
つ
い
て
は
筆

者
も
胡
氏
に
同
意
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
、
水
泉
子

本
の
分
章
が
閭
里
書
師
本
の
そ
れ
と
合
致
す
る
点
を
重
視
し

　
07-2

「
逋
逃
隱
匿
」、
□
□
□
（
例
10
・
２
）

　
07-3

「
往
來
眄
睞
」、
心
不
平3

　
08-1

「
漢
兼
天
下
」、
盡
安
寧3

　

08-2
「
海
内
并
廁
」、
□
□
□
（
暫
14
）

　

08-3
「
胡
無
噍
類
」、
□
□
□

　

08-4

「
菹
醢
離
異
」、
毋
入
刑3

　

08-5

「
戎
翟
給
賨
」、
賦
斂
□
（
暫
15
）

　

09-1

「
百
越
貢
織
」、
□
□
□

　

09-2

「
飭
端
脩
灋
」、
皋
陶
生3

（
注　
 23
）

▼09-3

「
變
大
制
裁
」、
好
衣
服3

　

09-4

「
男
女
蕃
殖
」、
□
□
□
（
暫
12
）

　

09-5

「
六
畜
逐
字
」、
□
□
□

　

10-1

「
顫
䚦
觭
贏
」、
思
美
食3

　

10-2

「
骫
昊
左
右
」、
行
□
□
（
例
15
・
３
）

　

10-3

「
膚
悍
驕
裾
」、
□
□
□

　

10-4

「
誅
罰
貲
耐
」、
責
未
塞3

　

10-5

「
丹
勝
誤
亂
」、
有
所
惑3

（（
暫
20
）

　

11-1

「
圄
奪
侵
試
」、
□
□
□

　

11-2

「
胡
貉
離
絶
」、
□
□
□

　

11-3

「
冢
椁
棺
柩
」、
不
復
出3

　

11-4

「
巴
蜀
筡
竹
」、
□
□
□
（
暫
25
）

　

11-5

「
筐
篋
籢
笥
」、
□
□
□

06-1

か
ら
始
ま
る
章
（
第
五
章
）
の
う
ち
残
存
す
る
句
末
字

06-3

「
丁
」、07-1

「
令
」、07-3

「
平
」、08-1

「
寧
」、08-4

「
刑
」、09-2

「
生
」
は
す
べ
て
耕
部
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
次

章
（
第
六
章
）
の
句
末
字09-03

「
服
」、10-1

「
食
」、10-4

「
塞
」、

10-5

「
惑
」
は
職
部
、11-3

「
出
」
は
職
部
と
通
押
関
係
に
あ

る
物
部
に
属
し
、
分
章
換
韻
が
確
認
さ
れ
る（
注　
 24
）。

こ
こ
ま
で
水
泉
子
本
の
句
式
と
押
韻
の
特
徴
を
み
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
特
徴
と「
伝
」と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
周

易
』
の
象
伝
で
あ
る
。
象
伝
は
爻
辞
の
本
文
を
掲
げ
、
そ
の
下

に
注
を
加
え
る
形
式
を
も
つ
。
本
文
と
注
と
は
、
一
部
に
例
外

は
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
四
字
句
を
基
本
と
し
、
注
の
末

尾
「
也
」
の
前
の
第
三
字
目
で
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
い
ま
具
体

的
に
上
経
・
蒙
の
象
伝
に
つ
い
て
、
本
文
に
あ
た
る
部
分
を
カ

ギ
括
弧
で
括
り
、
韻
を
踏
む
文
字
を
傍
点
で
示
す
と
以
下
の
ご

と
く
で
あ
る（
注　
 25
）。

　
（
初
六
）
象
曰
、「
利
用
刑
人
」、
以
正
法3

也
。

　
（
九
二
）
象
曰
、「
子
克
家
」、
剛
柔
接3

也
。

　
（
六
三
）
象
曰
、「
勿
用
取
女
」、
行
不
順3

也
。

　
（
六
四
）
象
曰
、「
困
蒙
之
吝
」、
獨
遠
實3

也
。

　
（
六
五
）
象
曰
、「
童
蒙
之
吉
」、
順
以
巽3

也
。

　
（
上
九
）
象
曰
、「
利
用
禦
寇
」、
上
下
順3

也
。

象
伝
を
含
む
易
の
三
伝
は
、
漢
初
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
す

で
に
流
行
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
て
お
り（
注　
 26
）、
こ
の
よ
う

な
韻
文
体
の
注
の
形
式
が
、
伝
の
一
つ
と
し
て
遅
く
と
も
漢
初

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

象
伝
と
類
似
す
る
形
式
は
、
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
に
も
見
い
だ

さ
れ
る
。
以
下
に
漁
父
篇
の
冒
頭
部
分
を
同
様
に
引
用
す
る（
注　
 27
）。
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が
「
後
漢
書
儒
林
傳
、
讖
書
非
聖
人
所
作
、
其
中
多
近

鄙
別
字
。
近
鄙
者
、
猶
今
俗
用
之
字
。
別
字
者
、
本
當

爲
此
字
而
誤
爲
彼
字
也
。
近
人
謂
之
白
字
、
乃
別
音
之

轉
」（『
日
知
録
集
釈
』
花
山
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇

年
、
第
八
〇
五
頁
）
と
述
べ
る
ご
と
く
、
正
字
に
対
す

る
異
体
字
の
意
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
10
）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
四
十
、
経
部
四
十
、
小
学

類
一
、
方
言
十
三
巻
（『
景
印 

文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第

一
冊
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
年
、
第
八
二
〇

～
八
二
一
頁
）

（
11
）銭
大
昕
（
一
七
二
八
―
一
八
〇
四
）
と
謝
啓
昆

（
一
七
三
七
～
一
八
〇
二
）
は
同
時
代
に
活
躍
し
た
人

物
で
あ
る
が
、
銭
氏
は
あ
く
ま
で
も
揚
雄
『
方
言
』
と

『
別
字
』
と
を
同
一
の
著
作
と
す
る
前
提
に
立
ち
、『
漢

志
』
の
「
蒙
上
省
文
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
、

謝
氏
は
『
方
言
』
と
『
別
字
』
と
を
別
個
の
著
作
と
見

て
お
り
、『
小
学
考
』
巻
七
、
訓
詁
五
の
「
揚
氏
雄
方

言
」
の
条
（
前
掲
注
４
、
第
九
一
頁
）
に
も
『
別
字
』

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
推
し

て
、
両
者
の
説
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
提
起
さ
れ
た
も
の

と
見
な
さ
れ
る
。

（
12
）姚
振
宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
巻
一
之
下
（
前
掲
注
５
、

第
五
四
～
五
五
頁
）

（
13
）『
説
文
解
字
』
五
上
、
亏
部
に
「
平
、
語
平
舒
也
。
从

亏
从
八
。
八
、
分
也
。
爰
禮
説
」
と
あ
る
（『
説
文
解

字
注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
第
二
〇
四

頁
）。
な
お
『
説
文
』
に
見
え
る
爰
礼
説
は
こ
の
一
条

の
み
で
あ
る
。

（
14
）馬
瑞
辰
「
毛
詩
詁
訓
伝
名
義
考
」（『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』

一
、『
皇
清
経
解
続
編
』
第
二
冊
、
巻
四
一
六
、
上
海

書
店
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
第
六
一
七
～
六
一
八
頁
）

（
15
）以
下
、
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
阜
陽
本
・
北
大
本
・
水
泉

子
本
）
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
『
北
京
大
学
蔵
西

漢
竹
書
［
壹
］』（
朱
鳳
瀚
編
撰
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
所
収
「
北
大
蔵
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
与
其

他
出
土
簡
本
対
照
表
」（
第
一
五
三
～
一
六
三
頁
）
に

も
と
づ
く
が
、
作
字
の
便
宜
上
、
通
行
の
字
体
に
従
う

場
合
が
あ
る
。
ま
た
水
泉
子
本
の
釈
文
の
末
尾
に
付
し

た
略
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

封
二
…
…
張
存
良
・
呉
葒
「
水
泉
子
漢
簡
初
識
」（『
文

物
』
二
〇
〇
九
年
第
十
期
、
第
八
八
～
九
一
頁
）

所
収
「
封
二
：
1
」
～
「
封
二
：
10
」
の
十
簡
の

図
版
番
号

暫
…
…
張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡

篇
》
蠡
測
」（『
出
土
文
献
研
究
（
第
九
輯
）』、

二
〇
一
〇
年
一
月
、
第
六
〇
～
七
五
頁
）
暫
編
号

１
～
暫
編
号
45
の
四
十
五
簡
の
図
版
番
号

例
…
…
張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》

蠡
測
」（
前
掲
）
の
中
に
例
示
さ
れ
た
図
版
未
公

表
の
残
簡
の
釈
文
番
号

て
い
る
。

閭
里
書
師
に
よ
る
『
蒼
頡
篇
』
の
合
篇
・
改
章
が
、
漢
代
に

お
け
る
『
蒼
頡
篇
』
の
識
字
書
と
し
て
の
機
能
向
上
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
閭

里
書
師
本
に
も
と
づ
き
四
字
句
の
本
文
の
下
に
三
字
句
を
加
え

て
『
蒼
頡
篇
』
の
理
解
と
暗
誦
の
利
便
を
は
か
っ
た
七
言
本
の

作
成
も
ま
た
、
同
じ
目
的
を
も
つ
閭
里
書
師
の
活
動
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。『
蒼
頡
伝
』
に
作
者
名
が
記
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
閭
里
書
師
と
い
う
無
名
の
民
間
人
の
手
に
な

る
が
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（１
）拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』
考
―
『
説
文

解
字
』
以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
」（『
東
洋
古
典
学

研
究 

第
二
十
九
集
』
二
〇
一
〇
年
、
第
一
～
一
七
頁
）、

拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』
再
考
―
七
言

本
成
立
の
背
景
―
」（『
中
国
研
究
集
刊 

第
六
十
五
号
』

二
〇
一
九
年
、
第
一
～
二
四
頁
）

（
２
）以
下
『
漢
書
』
芸
文
志
の
引
用
は
、
武
英
殿
本
を
影

印
し
た
『
二
十
五
史 

第
一
冊
』（
上
海
古
籍
出
版
社
・

上
海
書
店
、
一
九
八
六
年
）
所
収
の
『
漢
書
』（
第

一
六
五
頁
）
に
よ
る
。

（
３
）こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
説
文
以
前
小
学
書
の
研

究
』（
創
文
社
、二
〇
〇
四
年
、第
三
二
〇
～
三
三
四
頁
）

参
照
。

（
４
）謝
啓
昆
『
小
学
考
』
巻
九
、
文
字
一
（
漢
語
大
詞
典
出

版
社
、
一
九
九
七
年
、
第
一
三
一
頁
）

（
５
）姚
振
宗
『
漢
書
芸
文
志
条
理
』
巻
一
之
下
（『
二
十
五

史
補
編
』
第
二
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
、
第

五
四
頁
）

（
６
）林
明
波
『
唐
以
前
小
学
書
之
分
類
与
考
証
』（
台
湾
商

務
印
書
館
、
一
九
七
五
年
、
第
三
一
七
頁
）

（
７
）
例
え
ば
、
李
零
『
蘭
台
萬
巻 

読
《
漢
書
・
藝
文

志
》（
修
訂
版
）』（
生
活
・
読
書
・
新
知 

三
聯 

書
店
、

二
〇
一
三
年
第
二
版
、第
六
二
頁
）は
、「《
別
字
》、卽《
方

言
》。
今
本
《
方
言
》
存
十
三
篇
。
原
書
不
注
〝
揚
雄
〟、

是
蒙
上
省
略
。《
蒼
頡
傳
》、
上
承
《
別
字
》、
疑
亦
揚

雄
書
」
と
述
べ
る
。

（
８
）銭
大
昕
『
三
史
拾
遺
』（『
考
史
拾
遺
』
所
収
、
商
務

印
書
館
、
一
九
五
八
年
、
第
六
五
～
六
六
頁
）。
た
だ

し
、銭
氏
は
『
蒼
頡
伝
』
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

鈴
木
由
次
郎
『
漢
書
芸
文
志
』（
明
徳
出
版
社
、
中
国

古
典
新
書
、
一
九
六
八
年
、
第
一
一
五
頁
）
は
、「
別

字
十
三
篇
」
の
解
説
に
お
い
て
「
今
存
す
る
漢
の
揚
雄

の
作
「
方
言
十
三
巻
」
の
こ
と
。
こ
の
本
名
は
「
輶
軒

使
者
絶
代
語
釈
別
国
方
言
」。
別
字
と
い
い
、
方
言
と

い
う
の
は
そ
の
略
称
。
方
言
は
揚
雄
の
作
で
は
な
い
と

い
う
説
も
あ
る
。
四
庫
提
要
参
照
」
と
述
べ
、
ほ
ぼ
銭

氏
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
９
）別
字
の
本
義
は
、
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
八
、
別
字
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三
伝
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
推
定
し

て
い
る
。

帛
書
本
《
周
易
》
繫
伝
文
、
公
開
後
、
有
一
種
看
法
、

即
帛
書
本
無
《
彖
》・《
象
》・《
文
言
》、
従
而
認
爲

此
三
伝
爲
晩
出
。
此
説
根
本
不
能
成
立
。《
彖
》
咸

卦
辭
、
見
于
《
荀
子
・
大
略
》、《
彖
》
謙
卦
文
、
又

見
于
《
韓
詩
外
伝
》「
夫
天
道
虧
盈
而
益
謙
…
…
人

道
惡
盈
而
好
謙
。」《
文
言
》
坤
卦
文
「
臣
弑
君
、
子

弑
父
、
非
一
旦
一
夕
之
故
也
、
其
漸
久
矣
」、
見
于

《
太
史
公
自
序
》
引
、《
文
言
》
文
常
引
《
象
》
伝
語
、

又
是
出
于
《
象
》
伝
之
後
。
據
此
、
此
三
伝
在
漢
初

惑
以
前
已
流
行
。

（
27
）引
用
は
、［
漢
］
王
逸
撰 

黄
霊
庚
点
校
『
楚
辞
要
籍

叢
刊 

楚
辞
章
句
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、

第
一
七
一
～
一
七
三
頁
）
に
よ
る
。

（
28
）『
漢
書
』
巻
四
十
四
、
淮
南
王
安
伝
に
「
時
武
帝
方
好

藝
文
。
以
安
屬
爲
諸
父
、
辯
博
善
爲
文
辭
、
甚
之
。（
中

略
）
初
安
入
朝
、
獻
所
作
内
篇
、
新
出
、
上
愛
秘
之
。

使
爲
離
騒
傳
、旦
受
詔
、日
食
時
上
」（『
漢
書
』
第
七
冊
、

中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
、
第
二
一
四
五
頁
）
と
あ
る
。

（
29
）小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
第
四
章 

王

逸
「
楚
辞
章
句
」
と
楚
辞
文
藝
の
伝
承
（
二
〇
〇
三
年
、

朋
友
書
店
、
第
三
四
一
～
三
四
八
頁
）

（
30
）胡
平
生
「
読
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》」（（
張

徳
芳 

孫
家
洲
主
編
『
居
延
敦
煌
漢
簡
出
土
遺
址
実
地

考
察
論
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
第

一
六
五
～
一
六
八
頁
）

（
31
）拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』
考
―
『
説

文
解
字
』
以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
」（
前
掲
注
１
、

第
一
二
～
一
五
頁
）
参
照
。

［
附
記
］
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費17K

02730

の
助
成
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
）

（
16
）『
説
文
解
字
注
』（
前
掲
注
13
、第
六
三
七
～
六
三
八
頁
）

（
17
）『
説
文
解
字
注
』（
前
掲
注
13
、
第
六
八
〇
頁
）

（
18
）張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》
蠡
測
」（『
出

土
文
献
研
究
（
第
九
輯
）』、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
第

六
五
頁
）、
拙
稿
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
『
蒼
頡
篇
』

考
―
『
説
文
解
字
』
以
前
小
学
書
に
お
け
る
位
置
」（
前

掲
注
１
、
第
二
～
三
頁
）
参
照
。

（
19
）水
泉
子
本
は
全
簡
の
図
版
・
釈
文
が
未
公
表
で
あ
り
、

統
一
的
な
編
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
下
の
引

用
で
は
、
便
宜
的
に
各
句
の
冒
頭
に
北
大
本
の
簡-

句

番
号
を
記
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
応
す
る
水
泉
子
本
の

句
の
所
在
を
示
す
こ
と
に
し
た
（
例
え
ば
「08-1

」
は

水
泉
子
本
の
『
蒼
頡
篇
』
本
文
の
当
該
句
が
北
大
本
簡

８
の
第
一
句
に
対
応
す
る
こ
と
を
示
す
）

（
20
）張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本
《
蒼
頡
篇
》
蠡
測
」（
前

掲
注
18
、
第
六
五
～
七
〇
頁
）

（
21
）居
延
漢
簡19.1A

CB

（『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
冊
、

中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
、
乙
図
版
柒
）

（
22
）「
奢
掩
」、
朱
鳳
瀚
氏
原
釈
は
「
書
插
」
と
釈
す
が
、
こ

こ
で
はjileijilei

「
北
大
漢
簡《
蒼
頡
篇
》釋
文
商
榷
」（
復

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
站 

論
壇 

討

論
区 

学
術
討
論
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
四
日
）
の

釈
に
従
う
。

（
23
）「
生
」、張
存
良「
水
泉
子
漢
簡
七
言
本《
蒼
頡
篇
》蠡
測
」

（
前
掲
注
18
、
第
六
八
頁
）
は
「
主
」
と
釈
す
が
、
こ

こ
で
は
程
少
軒
記
録
整
理
「
水
泉
子
簡
《
蒼
頡
篇
》
討

論
記
録
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心

網
站
、
二
〇
一
〇
年
一
月
十
七
日
）
の
施
謝
捷
氏
の
釈

に
従
う
。

（
24
）残
簡
の
分
析
か
ら
、
水
泉
子
本
は
各
章
の
末
尾
に

「
百
五
字
」
と
い
う
章
の
文
字
数
を
記
し
、
そ
の
後
は

空
白
に
し
て
、
次
章
を
別
の
簡
か
ら
書
き
始
め
る
形
式

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
張
存
良
「
水
泉
子
漢
簡

七
言
本
《
蒼
頡
篇
》
蠡
測
」
前
掲
注
18
、
第
六
一
～

六
二
頁
）。
し
た
が
っ
て
第
五
章
の
末
尾
句
に
あ
た
る

「09-2

「
飭
端
脩
灋
」
皋
陶
生
」
の
後
に
は
、
章
の
文

字
数
の
表
記
と
空
白
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
文

字
数
の
表
記
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
連
続
し
て
第
六
章
の

第
一
句
・
第
二
句
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第

五
章
と
第
六
章
と
の
間
に
は
換
韻
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
来
こ
こ
で
分
章
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で

あ
り
、
水
泉
子
本
あ
る
い
は
そ
の
親
本
が
誤
っ
て
章
字

数
の
表
記
を
脱
し
、
連
続
し
て
書
写
し
た
可
能
性
が
高

い
。

（
25
）引
用
は
、『
周
易
正
義
』
巻
一
、
蒙
（『
十
三
経
注
疏 

附
校
勘
記 

上
冊
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、
第
八

～
九
頁
）
に
よ
る
。

（
26
）例
え
ば
、
朱
伯
崑
「
帛
書
本
《
繫
辞
》
文
読
後
」

（『
道
家
文
化
研
究 

第
三
輯
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
第
四
二
～
四
三
頁
）
は
、
象
伝
を
含
む




